
一年が経つのは早いもので、議員4年

目に入りました。皆様よりご指導を頂きながら、
多くの声に耳を傾けて、『笑顔あふれる街・鳥栖
市へ』全力で取り組んでまいりました。2017年も
皆様のお役に立つ議員に成長してまいります｡
皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
◆11月16日、国交省を訪問し石井国土交通大臣に
｢国道3号線及び国道34号線整備促進に関する要望｣
を橋本市長･各会派の代表･公明党の岡本三成衆議
員･吉田宣弘衆議員と要望活動を行いました。
◆12月定例議会は1日招集され、28年度補正予算は
原案通り可決し、12月20日に閉会致しました。
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10月11日～12日 行政改革推進協会主催のセミナー
２１日 議会運営委員会
22日 秋の茶会 九州まん祭
25日 建設経済常任委員会勉強会
27日 市町村行政講演会（佐賀市）
28日 臨時議会
1１・19・22・26日 街頭演説鳥栖市8ヶ所
30日 鳥栖中文化発表会
３１日～11月2日 建設経済常任委員会視察

（長野県飯田市・塩尻市・岐阜県岐阜市）

１１月3日 第５５回鳥栖市民文化祭 『とすフェス』
4日 鳥栖小まつり
5日 瀬戸内海文明圏建築シンポジウム

『地方からこれからの建築を創造する』
９日 第３３回鳥栖・基山地区小中学校音楽祭
11日 委員会で、佐賀県庁と九州整備局へ要望活動
１３日 鳥栖地区子どもクラブマラソン大会
15日 佐賀県市議会親善交流グランドゴルフ大会
１６日～17日 石井国交大臣・国会議員へ要望活動
１８日 鳥栖市市議会ＩＣＴ推進ＷＧＰ

基里中校区小中一貫教育の調査研究
佐賀県東部地区防衛協
今村病院で、「健康・佐賀を造る」セミナー開催

22日 会派代表者会議 ・ 全員協議会
鳥栖駅周辺整備調査研究特別委員会

2４日 議会運営委員会
25日 臨時議会 ・ 全体勉強会
28日 鳥栖市・小郡市議会合同研修会☆
29日 11月臨時議会☆
30日 次期ごみ処理施設建設事業勉強会

10・21・26日 街頭演説鳥栖市で8ヶ所

12月1日～20日 12月議会
3日 市民フェスタ2016inとす
13日 「医療現場から政策提言を考える」セミナー開催
14日 教育委員会12月定例会
17日 ふれあいクリスマス会
22日 全員協議会 ・ パブコメ説明会
10・21・26日 街頭演説 鳥栖市で７ヶ所

10月31日～11月2日 建設常任委員会視察
岐阜市 『回遊性を活かしたまちづくり』 について

ごあいさつ

主 な 活 動

◆胃がん予防のための『ピロリ菌除菌』
◆糖尿病・透析の人に役立つ『足病』
日時：11月18日 場所：今村病院様

吉田宣弘
衆議院議員

石井啓一
国交大臣

岡本三成
衆議院議員

11月16日国土交通省を訪問 石井啓一国土交通大臣へ
『国道３号線及び国道３４号線整備促進に関する要望』活動

医学博士・あきの公造
参議院議員による

健康・佐賀を造るｾﾐﾅｰ

『医療現場から
政策提言を考える』
日時：12月13日
場所：鳥栖三養基

医師会様

12月25日広島東洋カープ
緒方孝市監督優勝祝賀会✨

2016年4月に開催された桜マラソン
ボランティア活動が、12月20日の
佐賀新聞に掲載されました。

佐賀新聞より提供



➡普通教室14箇所・体育館4箇所を洋式化(鳥栖小･若葉小･旭小･基里小)

(トビトビなるままに)

12月議会
◆補正予算1億6,473万3千円が成立

◆条例案等の概要の主なもの◆
・個人番号カード(ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ）によるコンビニエンスストア等での
印鑑登録証明書の請求と交付を受けることができる(2017年2月1日～)

・鳥栖市農業委員会の農業委員の定数11人、推進委員の定数15人とする
・県内の保険医療機関等窓口での現物給付方式による医療費助成を高校
生まで拡大(2017年4月1日～)※県外の場合は今まで通り

1-⑴平成27年度の不登校について、小学生は16名、中
学生は57名となっており、その原因は、教育委員会として
もなかなかわからないとのことでした。
鳥栖市教育大綱の教育の基本理念に、“羽ばたけ！ふる
さと鳥栖の未来を拓くひとづくり”を掲げ、市長と教育委員
会がこれまで以上に密接に 連携しそれぞれの役割を果
たしていきます。とあり、教育方針には、「子どもたちに対
する教育は、学校教育だけで成り立つものではありません。
家庭や地域、行政がそれぞれの役割を適切に果たし、相
互に連携し合うことで真の教育の目的を達成していくこと
が必要です。」とあります。
そこで、「チーム学校」や「家庭教育支援」は、この目的に
沿うものであり、大変有効であると思います。世界一忙し
い日本の学校の教師は、生徒と向き合う時間が十分に確
保できていない。国は、学校と地域が一体となり、子どもた
ちを取り巻く課題に対応する「チーム学校」の実現を目指
す。本市の見解を伺います。

◆ １２月補正予算 の 主なもの（新 規）

タマネギベと病緊急特別対策 38 万円

小中学校トイレ改修事業（設計） 1000 万円

2-❶学校教育の中で、子どもの教育全てを補うことは、
難しく、併せて、家庭教育が大変に大事ではないか、と思
います。ある児童発達支援センターの方は、児童を支援
する中で、家庭教育の重要性を訴えられました。
大阪府大東市では、「家庭教育はすべての教育の出発

点です。子どもの健やかな育ちの基盤である家庭で保護
者が安心して子育てや教育を行うことができるよう支援し
ます」とあり、地域のみなさんとともに保護者の学びや育ち
を応援し、今年度は各小学校区ごとに「いくカフェ（子育て
サロン）」を、小学1年生を対象に実施をされました。
また、民間会社のアンケートでは、アウトリーチ支援をして
欲しい。というお声があります。アウトリーチ型支援とは、届
ける支援とも呼ばれており、文科省でも不登校支援おい
て効果が高いと言われています。
本市における家庭教育支援について伺います。

2．家庭教育支援について

1-⑵専門性に基づくチーム体制の構築には、
❶ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰやｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

❷医療的ケアを行う看護師配置
❸その他の特別支援スタッフ ❹ICT支援員
❺学校司書によるアクティブ・ラーニングの支援
❻部活動支援、 について国は考えているが、具体的に
どのような専門家を活用するのか本市の見解を伺います。

1-⑵ スクールソーシャルワーカー(以下SSW）や
スクールカウンセラー(以下SC）について本市は、SSW１名・
ＳＣ３名を配置しており、SSWについては、精神保健福祉士
としての専門性をもって、関係機関等との連携・調整や保
護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供などを行っ
ている。子どもたちや家庭の抱える課題が複雑化・多様化
する中、相談回数が平成26年度が62件、本年度が11月末
現在、85件。SSWについて、活用時間数の増加や人数の
増員について、県へも強く要望している。

答弁

答弁

2-❷本市として現在、障害者理解促進事業の居
場所づくり事業を実施し「ほっとスペース」いう名で行ってる。
「ぴあカフェ」は、障害のある人を対象の事業で、年10回程。
「おやカフェ」は、障害のある人の保護者を対象として開催。
ピアカウンセリングは、新しい取り組みであり、その効果や
内容、必要性等について、調査・研究してまいりたい。

答弁

答弁

2-❶文部科学省においては、家庭教育支援の推
進方策に関する検討委員会が設置され、地域人材を活
用した「家庭教育支援チーム」型の支援を更に普及させる
ための方策など、全ての保護者が充実した家庭教育を行
うことができるよう検討がされております。本市でも、今後
検討していかなければならないところであり、家庭と地域・
学校をつなぐ「家庭教育支援チーム」を中心とした支援体
制づくりについて、モデル事業として取組む地域を参考
にしながら調査研究を進めていく必要があると思います。

2-❷ ピア・カウンセラーについて
ピアとは仲間です。障害をもつ仲間の自立支援を行うの
がピア・カウンセラーです。相談者一人ひとりの本来持っ
ている力を引き出し、エンパワメントするのが役割です。
その エンパワメントの方法にピア・カウンセリングがたいへ
ん有効だということが、多くの人に知られています。
本市において、その必要性をお聞きします。また、研修や
養成講座で、ピアカウンセラーへの支援に向けての取り
組みを提案いたしますが、本市の見解を伺います。

1-⑴多忙な教職員を様々な専門スタッフが支える
「チーム学校」は、いじめ問題、不登校をはじめ、複雑で
多岐にわたる問題等の解決に向けて、大変有効な施策と
考える。チームで教職員一人一人を支え、様々な課題を
解決することは、負担軽減にも繋がりますので、そのこと
で子どもたちと向き合う時間や、授業準備、教材研究等の
時間が確保されることが期待されます

１．チーム学校について

2016年、鳥栖市は大雪による被害・交通渋滞が発生。
また、熊本大地震や噴火・大雨・台風災害、年末には火
事災害が発生した一年でした。何が起こるかわからない
時代だからこそ、さきざきの用心が大事ですね。


